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福島新田の最上部から万仏
山へ続く道沿いに西国三十三
観音の石像が並んでいます。
これは地元の村人らによっ
て、信濃三十三所の巡礼が
無事終わった供養として造立
されたものです。千手観音や
如意輪観音など穏やかな表
情の観音像が道案内をしてく
れているようです。棚田とと
もに美しい景観をつくり出し
ています。

万仏山の三十三観音

10
月
27
日
㈯
28
日
㈰
に
飯
山

市
公
民
館
に
て
展
示
の
部
が
、

11
月
３
日
㈯
飯
山
市
民
会
館
に

て
舞
台
発
表
の
部
が
そ
れ
ぞ
れ

行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
で
33
回
目
を
迎
え
る
飯

山
市
青
少
年
芸
術
祭
は
、
青
少

年
の
芸
術
文
化
活
動
を
発
表
す

る
機
会
を
通
じ
て
、
芸
術
文
化

に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
青
少

年
の
健
全
な
育
成
と
市
民
文
化

の
高
揚
を
図
る
目
的
で
、
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

第
33
回
飯
山
市
青
少
年
芸
術
祭

　
　
　
　
　
　
　
（
開
催
報
告
）

展
示
で
は
市
内
の
小
中
学
生

が
製
作
し
た
絵
画
・
版
画
・
習

字
な
ど
の
飯
水
児
童
生
徒
図
工

美
術
・
習
字
作
品
選
抜
展
作
品

が
飾
ら
れ
、
見
に
来
た
方
々
が
力

作
を
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。　

　

ま
た
舞
台
発
表
の
部
で
は
、

市
内
の
小
中
学
校
や
、
市
内
で

活
躍
す
る
団
体
の
、
合
わ
せ
て

15
団
体
が
、
日
頃
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
会
場
に
詰
め
か
け

た
多
く
の
皆
さ
ん
が
、
子
供
達
の

熱
演
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

奈良国立博物館長
講 師　湯山 賢一　氏

場 所：飯山市公民館講堂（入場無料）

　

『和紙の歴史』　

〈お問い合わせ先〉ふるさと館☎ 67-2030　

〔プロフィール〕
　専門は古文書学、日本中世史。日本古文書学会会長。
　編著書に『日本の美術　第 500 号　天皇の書』（至文堂、平成 20 年）、『文化財
と古文書学－筆跡論－』（勉誠出版、平成 21年）等。
　近年は古代・中世を中心に、古文書・典籍の料紙や形態等に関する研究論文も多
数発表されています。

奈良時代から近世までの和紙について、
奥深く、わかりやすく語っていただきます。

秋季企画展特別講演

日 時：１１月２４日㈯ １3 時～１4 時３０分
　

10
月
14
日
㈰
「
寺
め
ぐ
り
ハ

イ
キ
ン
グ
」
が
、
講
師
に
ふ
る

さ
と
館
友
の
会
の
長
瀨
哲
氏
を

迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
も
恵

ま
れ
、
21
名
の
参
加
者
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
正
受
庵
～
中
恩
寺

～
称
念
寺
～
妙
専
寺
～
徳
法

院
（
展
示
試
作
館
）
～
大
輪
院

の
約
２
時
間
、
各
寺
院
の
い
わ

れ
な
ど
を
聞
き
な
が
ら
歩
き
ま

し
た
。
当
日
は
寺
巡
り
寺
宝
展
、

い
い
や
ま
花
フ
ェ
ス
タ
も
開
催

さ
れ
て
お
り
、
普
段
は
公
開
さ

れ
て
い
な
い
各
寺
院
所
有
の
書

画
・
仏
道
彫
刻
な
ど
を
見
る
こ

と
も
で
き
ま
し
た
。
解
散
後
は

各
々
、
い
い
や
ま
花
フ
ェ
ス
タ
を

見
た
り
し
な
が
ら
帰
路
に
つ
き

ま
し
た
。
歴
史
を
学
び
、
見
学

し
て
「
寺
の
町
い
い
や
ま
」
を

満
喫
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

「寺めぐりハイキング」 （開催報告）
飯山市公民館＆飯山公民館共催事業

寺の町いいやま

小京都「いいやま」を再発見！

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー　
　

　
　

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
　

　
　
　
　
　
（
開
催
報
告
）

10
月
13
日
㈯
14
日
㈰
、
飯
山

市
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
に
て
、「
第

７
回
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
朝
に
降
っ
た
雨
も
上
が

り
、
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
館
い

た
だ
き
、
来
館
者
数
は
２
日
間
で

延
べ
４
５
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
中
で
行
わ

れ
た
元
高
校
教
師
・
エ
ッ
セ
イ
ス

ト
の
宮
本
延
春
氏
の
講
演
会
で

は
、
い
じ
め
ら
れ
て
、
中
学
卒
業

時
に
「
九
九
」
さ
え
満
足
に
言
え

な
か
っ
た
宮
本
氏
が
現
在
に
至
る

ま
で
の
経
験
や
、
子
育
て
、
勉
強

の
方
法
な
ど
を
独
自
の
視
点
か
ら

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ご
来
館
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

あっという間の１時間３０分でした。

『
雪
国
い
い
や
ま
の
く
ら
し

〜
冬
の
食
生
活
と
知
恵
〜
』

　
寒
い
冬
は
﹆ほ
か
ほ
か
あ
た
た

か
い
煮
物
﹆汁
物
が
い
ち
ば
ん
で

す
ね
。

　

豪
雪
地
い
い
や
ま
の
郷
土
料

理
や
保
存
食
に
は
﹆昔
な
が
ら

の
知
恵
が
いっ
ぱ
いつ
まってい
ま

す
。飯
山
な
ら
で
は
の﹁
食
﹂の
姿
を
﹆

た
く
さ
ん
の
写
真
で
紹
介
い
た
し

ま
す
。

　
皆
様
で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

ふ
る
さ
と
館
冬
の
企
画
展

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

期　
間　
　

　
平
成
24
年
12
月
11
日
㈫
か
ら

　
　
平
成
25
年
１
月
27
日
㈰
ま
で

場　
所

　
飯
山
市
ふ
る
さ
と
館 

企
画
展
示
室

開
館
時
間

　
午
前
９
時
～
午
後
６
時　
　

　
（
入
館
は
午
後
５
時
半
ま
で
）

休
館
日

　
毎
週
月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

※
年
末
年
始
休
業

　
平
成
24
年
12
月
29
日
㈯
か
ら

　
平
成
25
年
１
月
３
日
㈭
ま
で  

入
館
料　

　
大
人
２
０
０
円　

　
小
・
中
学
生
１
０
０
円

　
※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

力作が一斉に展示されました。

smily のダンス



　

５
月
17
日
か
ら
開
講
し
た
平

成
24
年
度
女
性
セ
ミ
ナ
ー
も
、

10
月
18
日
の
第
６
回
の
「
飯
山

の
宝
物
・
正
受
庵
で
学
ぼ
う
」

を
最
後
に
終
了
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
内
容
は

・
第
１
回　

音
楽
講
座

「
信
州
の
歌
を
歌
お
う
！
」

・
第
２
回　
野
外
学
習
会

「
松
代
・
夢
空
間
を
た
ず
ね
て
」

・
第
３
回　

学
習
会

「
放
射
能
を
も
っ
と
知
ろ
う
!!
」

・
第
４
回　

学
習
会

「
市
民
の
力
で
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り
」

　

は
じ
め
に
遠
山
隆
司
木
島
地

区
区
長
会
長
か
ら
「
大
水
害
か

ら
30
年
が
経
ち
、
記
憶
も
薄
れ

て
き
て
い
る
。
災
害
に
対
し
て
の

気
持
ち
を
新
た
に
し
、
非
常
時
へ

の
備
え
を
強
化
し
た
い
。」
と
あ

い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　　

当
時
、
消
防
団
員
と
し
て
避
難

誘
導
な
ど
に
あ
た
っ
た
佐
藤
嘉
一

さ
ん
が
、
当
時
の
災
害
現
場
最
前

線
で
の
生
々
し
い
当
時
の
様
子
を

語
り
ま
し
た
。

　

畜
産
農
家
を
営
ん
で
い
た
小
林

和
良
さ
ん
は
、
牛
を
一
頭
づ
つ
祈

る
思
い
で
避
難
さ
せ
た
が
、
そ
の

願
い
は
叶
わ
な
か
っ
た
。
今
後
２

度
と
こ
ん
な
思
い
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
、
30
年
間
水
害
日
の
９

月
13
日
に
、
仲
間
で
畜
魂
碑
に
集

ま
っ
て
い
る
と
の
つ
ら
い
体
験
談

を
語
り
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
市
川
久
芳
さ
ん

が
、
自
ら
の
28
年
間
の
水
害
問

題
の
研
究
を
基
に
、
千
曲
川
河
川

敷
の
堆
積
の
進
行
や
上
流
部
で
の

工
事
に
よ
っ
て
、
我
々
に
と
っ
て

千
曲
川
は
大
変
危
険
な
状
態
に

な
っ
て
い
る
。
水
害
は
必
ず
起
き

る
と
警
鐘
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
あ
の
悪
夢
の
水
害

経
験
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
語

り
継
ぐ
大
切
さ
を
確
認
し
ま
し
た
。
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平
成
24
年
度
女
性
セ
ミ
ナ
ー
～
踏
み
出
そ
う
！
新
し
い
自
分
の
発
見
に
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
了
し
ま
し
た
。（
開
催
報
告
）

全 5 回のうちの第 4 回目が終了！

「じゃがいもを育てて、おいしく食べよう！」 
                              ～おらほの料理～

ふるさと館では、飯山の食文化を親子そろって体験しよ
うと「親子食文化講座」を、毎年行っています。今回は
４回目で収穫したジャガイモを使って片栗粉作りにチャ
レンジしました。次回は飯山を代表する郷土食「いもな
ます」作りに挑戦します。次回の講座も楽しみです。

総合学習センターフェスティバル

ふるさと館 、大盛況でした！！
　１０月１３日㈯１４日㈰に行われた、総合学習センター
フェスティバル。ふるさと館では、ススキのバッタ作りや、
駄菓子販売、昔のあそび体験などを行いました。連日、朝
から大勢のみなさんに来ていただき大盛況でした。ご来館
いただいたみなさん、ありがとうございました。

ふるさと館 親子食文化講座

育てたジャガイモで作った片栗粉だよ！大にぎわいの駄菓子屋さん！

「
昭
和
57
年
水
害
を
語
り
継
ぐ
集
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
開
催
報
告
）

　
10
月
27
日
㈯
に
木
島
公
民
館
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
第
１
部
で

は
佐
藤
嘉
一(

坂
井
）
さ
ん
と
小

林
和
良
（
坂
井
）
さ
ん
に
よ
る
当

時
の
体
験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、

第
２
部
で
は
基
調
講
演
と
し
て
市

川
久
芳
さ
ん（
天
神
堂
）か
ら
「
今

よ
り
安
心
し
て
住
め
る
ふ
る
さ
と

を
子
孫
に
残
す
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

風
化
さ
せ
て
は
い
け
な
い
記
憶

　
平
成
25
年
度
女
性
セ
ミ
ナ
ー

運
営
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
女
性
セ
ミ
ナ
ー
は
受
講
生
の

み
な
さ
ん
に
よ
る
「
自
主
運
営
」

の
講
座
で
す
。

　
興
味
の
あ
る
方
は
総
合
学

習
セ
ン
タ
ー
（
飯
山
市
公
民

館
☎
�
３
３
４
２
）

ま
で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

畳
の
重
さ
が
身
に
沁
み
た

過
去
の
水
害
を

　
　
は
る
か
に
超
え
て
い
た

安
心
し
て
住
め
る
ふ
る
さ
と
を

防災意識の必要性を再確認しました。

・
第
５
回　

講
習
会

「
和
風
寄
せ
植
え
を
し
て
み
よ
う
」

・
第
６
回　

市
内
学
習
会

「
小
京
都 

飯
山
の
宝
物
・
正
受
庵

で
学
ぼ
う
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

全
６
回
を
通
し
て
、
女
性
セ

ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
に
も
な
っ
て
い

る
～
踏
み
出
そ
う
！
新
し
い
自

分
の
発
見
に
～
に
、
少
し
で
も
つ

な
が
る
こ
と
が
出
来
た
な
ら
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　
来
年
度
も
開
講
し
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
新
し
い
自
分
、

そ
し
て
新
し
い
仲
間
を
見
つ
け
る

夢空間松代を訪ねて

新しいことにも挑戦！

学習会も開催しました。

ふ
る
さ
と
ク
イ
ズ
大
会

（
飯
山
ふ
る
さ
と
検
定
中
学
生
の
部
）

　
　
　
　
　
　
開
催
し
ま
し
た
。

　

10
月
18
日
㈭
城
北
中
学
校
で
、

11
月
２
日
㈮
城
南
中
学
校
で
「
ふ
る

さ
と
ク
イ
ズ
大
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
年
度
と
は
違
い
、
今
年
か
ら
は

各
中
学
校
へ
出
向
い
て
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
両
学
校
と
も
、
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
を
よ
く
読
ん
で
臨
ん
で
い
た

だ
い
た
よ
う
で
、
そ
の
成
果
は
し
っ

か
り
と
解
答
に
反
映
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
感
想
で
は
「
知
ら
な
か
っ
た

飯
山
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
。

来
年
も
続
け
て
ほ
し
い
。」
な
ど
の

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
ふ
る
さ
と
検
定
が
、
少
し
で
も
自

分
の
故
郷
「
飯
山
」
の
こ
と
を
知
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

飯
山
市
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展

『
城
南
・
城
北
中
学
校
美
術
部
展
』

　
　
　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

　

11
月
11
日
㈰
か
ら
12
月
16
日

㈰
ま
で
『
城
南
・
城
北
中
学
校

美
術
部
展
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
作
品

展
は
、
両
中
学
校
の
美
術
部
員

42
名
の
作
品
を
一
同
に
展
示
し

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
飯
山
市

美
術
館
へ
足
を
お
運
び
く
だ
さ

い
。（
詳
し
く
は
広
報
裏
面
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。）

期　
間　
　

　
平
成
24
年
11
月
11
日
㈰
か
ら

　
　
　
　
　
12
月
16
日
㈰
ま
で

場　
所

　
飯
山
市
美
術
館

開
館
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

　
（
入
館
は
午
後
４
時
半
ま
で
）

休
館
日

　
毎
週
月
曜
日

　
　
　
　
　
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
） 

入
館
料　

　
一
般
３
０
０
円　

　
小
・
中
学
生
２
０
０
円

※
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料

　

女
性
セ
ミ
ナ
ー
運
営
委
員
を

　
　
　
　
　
　
募
集
し
ま
す
。

た
め
に
、
一
歩
を
踏
み
出
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
ご
参
加
、
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

難問もスイスイ解けました。



◇
秋
津
地
区
文
化
祭

　

10
月
28
日
㈰
に
秋
津
地
区
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
小

学
校
体
育
館
で
は
恒
例
の
「
ふ

れ
あ
い
音
楽
祭
」
も
行
わ
れ
、

地
元
サ
ー
ク
ル
の
発
表
や
小
学

校
児
童
に
よ
る
ダ
ン
ス
や
歌
な

ど
の
披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
ア
ン
デ
ス
音
楽
「
コ
リ
カ

ン
チ
ャ
」
を
お
招
き
し
、
異
国

情
緒
た
っ
ぷ
り
の
音
楽
祭
と
な

り
ま
し
た
。

　

活
性
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

域
の
皆
さ
ん
の
「
趣
味
の
作
品

展
」
や
、
天
ぷ
ら
う
ど
ん
・
綿

あ
め
・
駄
菓
子
な
ど
の
出
店
も

あ
り
、
大
変
賑
や
か
な
文
化
祭

と
な
り
ま
し
た
。

◇
第
49
回
木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
木

島
公
民
館
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
今
年
は
美
術
作
品
展
、
坂

井
芋
の
種
芋
の
展
示
、
木
島
の

水
害
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
食
文
化
の
会
」
木
島

支
部
に
よ
る
、
す
い
と
ん
汁
の

サ
ー
ビ
ス
や
お
楽
し
み
抽
選
会

な
ど
で
秋
の
芸
術
鑑
賞
と
共
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◇
第
45
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

　
10
月
21
日
㈰
に
全
17
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ

の
中
、
地
区
一
周
の
11
区
間
を

駆
け
抜
け
ま
し
た
。

大
会
結
果

優　

勝　
野
坂
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

準
優
勝　

安
田
大
サ
ー
カ
ス
Ａ

３　

位　

天
神
堂

関
係
者
の
皆
様
、
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
「
携
帯
電
話
の
正
し
い
使
い

方
」
講
演
会

　

10
月
26
日
㈮
に
木
島
公
民

館
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の
現
状
を
学

び
、
ト
ラ
ブ
ル
や
犯
罪
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
た
め
の
使
用
方
法

を
学
び
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭
・
駅
伝
大
会

　

10
月
28
日
㈰
瑞
穂
地
区
活

性
化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
毎

年
恒
例
の
瑞
穂
地
区
文
化
祭
お

よ
び
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
前
日
よ
り
天
気
が
危
ぶ
ま
れ
、

駅
伝
が
ス
タ
ー
ト
し
た
あ
た
り

に
は
雨
が
あ
た
り
始
め
た
天
候

も
、
皆
の
願
い
が
通
じ
た
の
か
、

な
ん
と
か
持
ち
こ
た
え
て
く
れ
、

大
勢
の
人
で
賑
わ
う
良
い
文
化

祭
と
な
り
ま
し
た
。
駅
伝
大
会

は
11
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
沿
道

の
声
援
を
受
け
、
雨
雲
を
追
い

払
う
が
ご
と
く
秋
の
瑞
穂
地
区

を
力
走
し
ま
し
た
。

　

文
化
祭
に
目
を
移
す
と
、
児

童
生
徒
お
よ
び
一
般
の
皆
さ
ん

か
ら
多
く
の
作
品
が
出
展
さ
れ

た
展
示
、
特
等
景
品
に
み
ゆ
き

ポ
ー
ク
詰
め
合
わ
せ
を
据
え
た

大
抽
選
会
、
多
く
の
団
体
か
ら

協
賛
を
い
た
だ
き
豪
華
景
品
で

賑
わ
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
１

年
ぶ
り
に
復
活
し
た
綿
あ
め
、

毎
年
訪
れ
た
人
の
食
欲
を
満
た

し
て
く
れ
る
食
堂
売
店
、
朝
か

ら
開
店
待
ち
が
起
こ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
な
ど
、
多
く
の

団
体
の
皆
様
の
協
力
の
も
と
、
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秋

津

瑞

穂

展示作品に感心

スタートの瞬間

木

島

出店は大にぎわい！

見事な作品のかずかず

大勢の方が訪れました。

マイ　★★
オピニオン
意見・私見
「
地
域
活
動
と
私
」

瑞
穂
中
組　

大
平　

孝
之

　

各
地
域
や
市
内
に
お
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
組
織
が
そ
れ
ぞ
れ

目
標
も
持
っ
て
活
動
さ
れ
て
い
る

事
と
思
い
ま
す
。
私
も
地
域
に

お
い
て「
菜
の
花
さ
か
せ
る
か
い
」

の
活
動
に
身
を
投
じ
て
い
ま
す
。

　

今
や
春
の
奥
信
濃
を
代
表
す

る
「
い
い
や
ま
菜
の
花
ま
つ
り
」

そ
の
土
台
作
り
と
な
る
活
動
を

会
で
は
行
っ
て
い
ま
す
。
会
の
活

動
は
決
し
て
楽
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
炎
天
下
で
汗
ま
み
れ
に
な
っ

て
行
う
草
刈
や
土
埃
ま
み
れ
に

な
っ
て
行
う
畑
の
耕
し
、
種
ま
き

の
時
期
が
近
づ
く
と
、
毎
週
末

ご
と
に
作
業
が
続
き
ま
す
。

  

き
つ
い
作
業
の
連
続
に
気
持
ち

が
折
れ
そ
う
に
な
る
事
も
し
ば

し
ば
で
す
が
、
こ
う
し
た
中
で
活

動
の
源
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
菜

の
花
週
間
中
に
訪
れ
て
く
れ
る

大
勢
の
お
客
様
の
笑
顔
で
あ
り
、

同
じ
作
業
を
共
に
す
る
仲
間
と

の
交
流
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　
「
さ
か
せ
る
か
い
」
は
同
じ
志

を
持
つ
有
志
の
集
ま
り
で
す
。
そ

の
中
に
は
「
菜
の
花
す
く
ー
る
」

と
い
っ
た
中
高
生
の
子
供
達
も
作

業
に
加
わ
り
ま
す
。
集
落
の
枠

を
越
え
、
年
代
を
越
え
た
交
流

が
こ
の
場
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
か
ら
培
っ
て
得
た
も
の
が
、
自

分
に
と
っ
て
か
け
が
え
な
い
宝
に

な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は「
ず
く
」

の
い
る
事
で
す
が
、
自
分
の
殻
に

閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
決
し
て
得

る
事
の
出
来
な
い
も
の
が
そ
こ
に

あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
か
ら
も
、

地
域
活
動
に
「
ず
く
」
を
出
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎年、綺麗な風景が見られます。

人 権
学 習 シ リ ー ズ

　

人
権
は
、
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
て
い
く

権
利
で
、
全
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て

持
っ
て
い
る
権
利
だ
と
い
う
こ
と
は
誰
し
も
が

知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
実

に
は
日
常
生
活
の
中
で
人
権
を
め
ぐ
る
様
々
な

問
題
が
起
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
ち
ょ
っ
と
身
の

回
り
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の

身
近
に
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

︻
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
不
当
な
扱
い
︼

　
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
﹆
み
ん
な
同
じ

　
よ
う
に
社
会
生
活
を
送
り
た
い
の
に･･･

︻
高
齢
者
へ
の
虐
待
︼

　
毎
日
の
介
護
の
疲
れ
や
イ
ラ
イ
ラ
が
募
り
﹆

　
つ
い
手
を
挙
げ
て
し
ま
う･･･

︻
学
校
で
の
い
じ
め
︼

　
見
て
見
ぬ
ふ
り
も
﹆
い
じ
め
を
し
て
い
る
の

　
と
同
じ
こ
と･･･

︻
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
悪
意
の
書
き
込
み
︼

　
知
ら
な
い
う
ち
に
自
分
の
情
報
が
掲
載
さ
れ

　
て
い
た･･･

真
実
と
異
な
る
情
報
が
一
人
歩
き

　
し
て
い
た･･･

︻
女
性
に
対
す
る
差
別
︼

　
男
性
も
女
性
も
﹆
共
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

　
い
大
切
な
存
在･･･
﹁
女
だ
か
ら
﹂﹁
女
の
く

　
せ
に
﹂
は
﹆
男
女
差
別
に
つ
な
が
る
固
定
観

　
念･･･

︻
外
国
人
へ
の
差
別
︼

　
人
種
や
肌
の
色
が
違
っ
て
い
て
も
﹆
同
じ
人

　
間
の
は
ず
な
の
に･･･

　

そ
こ
で
、
地
域
住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
と

な
れ
る
の
が
人
権
擁
護
委
員
と
言
わ
れ
る
も
の

で
、
国
に
こ
の
よ
う
な
委
員
を
置
く
制
度
は
、

諸
外
国
に
例
を
見
な
い
も
の
だ
そ
う
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
の
主
な
活
動
は
３
つ
で
す
。

①
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
﹆
問

　
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
す
る
。

②
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
害
に
よ

　
る
被
害
者
の
救
済
を
す
る
。

③
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ
い
て
関
心
を

　
も
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
啓
発
活
動
を
行
う
。

　

①
は
常
設
相
談
と
言
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
の
様
々
な
人
権
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

場
所
は
、
長
野
地
方
法
務
局
飯
山
支
局
。
時

間
は
朝
９
時
か
ら
昼
12
時
。
月
曜
日
と
水
曜
日

で
す
が
、
祝
日
の
場
所
は
翌
日
に
送
り
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
も
ち
ろ
ん
相
談
内
容
に
つ
い

て
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

　
「
法
務
局
」
と
聞
く
と
、
な
ん
だ
か
足
を
向
け

に
く
い
面
が
あ
る
か
と
も
思
い
ま
す
が
、
そ
ん

な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
人
権
問
題
で
お
困
り

の
方
は
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　

21
世
紀
は
人
権
の
世
紀
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
も
と
よ
り
人
は
基
本
的
に
不
完
全
で

す
。
互
い
に
相
手
を
思
い
や
り
、
自
分
の
人
権

も
相
手
の
人
権
も
大
切
に
守
り
な
が
ら
、
共
に

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
活
動 

～
常
設
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

飯
山
市
人
権
擁
護
委
員　

高
橋
秀
樹



◇
第
33
回
太
田
地
区
文
化
祭
開
催

　

10
月
28
日
㈰
に
第
33
回
太

田
地
区
文
化
祭
が
戸
狩
ス
キ
ー

場
周
辺
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

同
時
開
催
と
し
て
、
今
年
も

第
３
回
戸
狩
と
ん
平
ト
レ
イ
ル

駅
伝
と
、
い
い
や
ま
う
ま
い
も

の
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

星
フ
ル
降
る
レ
ス
ト
ラ
ン
で

は
展
示
や
グ
ル
ー
プ
発
表
が
行

わ
れ
、
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
戸
狩
で

は
、
今
年
は
春
か
ら
取
組
ん
だ

そ
ば
打
ち
教
室
の
受
講
生
に
よ

る
そ
ば
打
ち
の
実
演
と
販
売
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
恒
例
の
鏡
割
が
行

わ
れ
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　
小　

境
A　

準
優
勝　
大　
深　

３　

位　
小　

境
B

◇
岡
山
地
区
大
運
動
会

　

岡
山
地
区
大
運
動
会
を
10
月

14
日
㈰
に
岡
山
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
し
ま
し
た
。

  

天
候
に
も
恵
ま
れ
た
当
日
は

６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
14
競
技

に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。 

総
合
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

桑
名
川 

準
優
勝　
羽
広
山 

３　

位　

藤　
沢

◇
太
田
地
区
か
か
し
祭
り

　
９
月
中
旬
よ
り
活
性
化
セ
ン

タ
ー
入
口
に
展
示
し
て
い
ま
し

た
「
か
か
し
」
で
す
が
、
公
民

館
役
員
を
駅
伝
選
手
を
中
心
に

人
気
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

上
位
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１　

位　

蕨
野
区
１

２　

位　

曽
根
区　

３　

位　

蕨
野
区
２　

残
念
賞　

北
条
区

天
に
恵
ま
れ
た
お
か
げ
も
あ
っ

て
ど
れ
も
完
売
状
態
。
大
勢
の

皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
い
た
、

と
て
も
楽
し
い
文
化
祭
に
な
り

ま
し
た
。

◇
学
習
講
座「
ミ
ニ
門
松
作
り
」

　

毎
年
恒
例
の
門
松
作
り
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
日
時
に
つ
い

て
は
、
12
月
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
チ

ラ
シ
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
く
は
常
盤
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
第
２
回
太
田
公
民
館
長
杯
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

10
月
28
日
㈰
に
第
２
回
太

田
公
民
館
長
杯
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル

フ
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参

加
者
は
戸
狩
ス
キ
ー
場
内
に
あ

る
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
で
熱

い
戦
い
を
演
じ
ま
し
た
。

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

優　

勝　

広
瀬　

鉄
夫
氏　

準
優
勝　

青
木　

敏
彦
氏

３　

位　

青
木　

幸
雄
氏

◇
太
田
公
民
館
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
開
催

　

10
月
28
日
㈰
に
太
田
地
区
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
に
お
い
て
太
田

公
民
館
長
杯
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
大
勢
の

区
民
が
参
加
し
、
盛
大
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

◇
冬
の
茶
話
会

12
月
11
日
㈫
に
講
演
会
、
昼
食

会
等
を
行
い
ま
す
。

◇
第
62
回
外
様
地
区
文
化
祭

　

10
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
に
外

様
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

20
日
の
前
夜
祭
で
は
、
10

月
７
日
に
開
催
さ
れ
た
飯
山
市

駅
伝
大
会
で
健
闘
し
た
選
手
の

皆
さ
ん
へ
の
地
区
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ダ
ン
ス
や

踊
り
に
日
本
舞
踊
の
披
露
、
毎

年
恒
例
と
な
っ
た
中
曽
根
劇
団

に
よ
る
演
劇
「
も
も
た
ろ
う
」、

そ
し
て
顔
戸
の
語
り
部
・
栗
岩

保よ
り
こ子

さ
ん
に
よ
る
物
語
や
正
調

ノ
ヨ
サ
節
の
発
表
な
ど
で
、
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

21
日
に
は
、
昨
年
の
中
条
区

の
獅
子
舞
に
続
い
て
法
寺
区
の

神
楽
が
披
露
さ
れ
、
展
示
で
は
、

外
様
地
区
の
「
ふ
る
さ
と
百
選
」

に
選
ば
れ
た
長
建
寺
の
五
輪
塔

の
展
示
が
来
場
者
の
注
目
を
集

め
ま
し
た
。

　

お
餅
や
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、

み
ゆ
き
ポ
ー
ク
と
い
っ
た
振
る

舞
い
や
出
店
の
富
倉
そ
ば
・
食

文
化
の
会
の
笹
ず
し
な
ど
は
好

　
つ
づ
い
て
、
ふ
る
さ
と
館
で

は
和
紙
の
展
示
や
昔
よ
く
使
っ

て
い
た
農
作
業
具
な
ど
を
、
な

つ
か
し
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

◇
秋
の
茶
話
会

　

10
月
17
日
㈬
秋
の
茶
話
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
35
人
が
参
加
し
、
進

捗
著
し
い
新
幹
線
飯
山
駅
の
建

設
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

現
場
で
は
２
階
の
改
札
口
や
待
合

室
部
分
、
３
階
の
ホ
ー
ム
や
線
路

を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
線
路

に
は
レ
ー
ル
が
敷
か
れ
て
お
り
、

平
成
27
年
春
に
予
定
さ
れ
る
開

業
ま
で
元
気
で
い
よ
う
と
み
ん
な

で
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
。
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常

盤

太

田

岡

山

東京まで続くレールです。「これ、おら家にもあったさー」

外

様

大迫力！

優勝のかかし

真剣です！！

富

倉

さわやかな笑顔です！

し
２
連
覇
達
成
！
オ
ー
プ
ン
チ

ー
ム
の
部
で
も
南
条
B
が
優
勝

し
ま
し
た
。
趣
味
の
作
品
展
に

は
多
く
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、

所
作
の
披
露
で
は
大
川
区
の「
獅

子
舞
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
ど
も
会
育
成
会
主
催

の
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム
も
好
評
で
、

子
ど
も
た
ち
が
長
い
列
を
つ
く

っ
て
い
ま
し
た
。

地
区
駅
伝
大
会
の
結
果
（
11
チ

ー
ム
参
加
、
内
オ
ー
プ
ン
４
チ

ー
ム
）
８
区
間
８・８
ｋ
ｍ

（
正
規
チ
ー
ム
）

優　

勝　

南　

条
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

藤
ノ
木
Ａ
チ
ー
ム

３　

位　
大　
川
Ａ
チ
ー
ム

（
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
）

優　

勝　

南　

条
Ｂ
チ
ー
ム

盛
大
に
文
化
祭
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

来
年
も
よ
り
工
夫
を
凝
ら

し
、
皆
で
創
り
上
げ
る
瑞
穂
地

区
文
化
祭
に
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

瑞
穂
地
区
駅
伝
大
会
結
果

優　

勝　

柏　

尾
A

　
　
　
　
　
（
3
連
覇
達
成
!!
）

準
優
勝　

中　

組
A

第
3
位　

関　
沢
A

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　

10
月
28
日
㈰
柳
原
地
区
文

化
祭
お
よ
び
地
区
駅
伝
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
区
駅
伝

大
会
で
は
南
条
A
が
見
事
優
勝

柳

原

３連覇達成！！！

力作に魅入る。

昨年の様子。立派な門松が作れます！

文化祭開催を祝って！

ナイスショット！
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開館時間と休館日
＜開館時間＞  火～金 9：30 ～ 18：00
　　　　　  土・日9：30 ～ 17：00
 ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

の日は休館です。

図書館
ニュース

12/１ 土
２ 日 10:30～おはなしひろば
３ 月 月曜休館
４ 火
５ 水 移動図書館車①コース
６ 木 10:30～絵本とわらべうたの会
７ 金 移動図書館車④コース
８ 土
９ 日 10:00～ブックスタート
10 月 月曜休館
11 火
12 水 移動図書館車③コース
13 木 10:30～絵本とわらべうたの会
14 金 移動図書館車②コース
15 土
16 日 10:30～おはなしひろば
17 月 月曜休館
18 火
19 水 移動図書館車①コース
20 木 10:30～絵本とわらべうたの
21 金 移動図書館車④コース
22 土
23 日 祝日休館（天皇誕生日）
24 月 月曜休館
25 火
26 水 移動図書館車③コース
27 木 10:30～絵本とわらべうたの会
28 金 移動図書館車②コース
29 土 年末休館
30 日 年末休館
31 月 年末休館

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

旬の本・話題の本・意外な本

よ
く
わ
か
る
元
素
図
鑑

　
著
者　
左
巻
健
男　
田
中
陵
二

　
発
行　
㈱PH

P

エ
デ
ィ
タ
ー
ズ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
グ
ル
ー
プ

　万物の根源である元素。本書は、
色とりどりの写真と読みやすい文
章で、知られざる元素の世界へと
誘ってくれます。
　いつも使っている日用品や薬、
憧れの宝石…身のまわりには元素
がいっぱい！元素名の由来もわか
ります。

　

図
書
館
２
階
の
閲
覧
室
入
口

に
、
今
月
は
「
美
味
し
い
季
節
到

来
！
」
と
題
し
、テ
ー
マ
コ
ー
ナ
ー

を
設
け
て
い
ま
す
。

　

山
菜
や
キ
ノ
コ
の
料
理
の
本
、

食
べ
物
に
関
す
る
本
な
ど
を
取
り

揃
え
て
あ
り
貸
出
が
で
き
ま
す
。

　

12
月
16
日
︵
日
︶
午
前
10
時

30
分
か
ら
１
時
間
程
度
、
図
書

館
3
階
の
多
目
的
室
に
お
い
て

「
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
大
型
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
や
手
あ
そ
び
・
紙
芝
居
な
ど

を
行
う
予
定
で
す
の
で
、
大
勢
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
事
前
の
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す

図
書
館
か
ら
の
お
願
い
で
す

  

本
は
丁
寧
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い

　

図
書
館
の
本
は
、
市
民
の
皆
さ

ま
の
共
有
の
財
産
で
す
。
次
に
借

り
る
人
に
も
気
持
ち
よ
く
読
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
本
は
や
さ

し
く
、
丁
寧
に
扱
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
本
の
紛
失
や
汚
損
・
破

損
が
著
し
い
場
合
は
、
弁
償
を
し

昨年の様子

今
月
の
テ
ー
マ

　
　
　
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
コ
ー
ナ
ー

て
い
だ
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
ご
了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
民
館
か
ら
の
通
路
に
破
損
の

本
を
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。

破れてしまった本 破損の本の展示
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よ
み
も
の

は
じ
め
て
のW

indow
s 

8

本
屋
さ
ん
で
待
ち
あ
わ
せ

い
の
ち
の
使
い
か
た

東
北
の
伝
承
切
り
紙

江
戸
の
天
文
学

あ
な
た
の
ま
わ
り
の

          ﹁
コ
ミ
ュ
障
﹂
な
人
た
ち

家
族
の
も
と
へ
﹆
あ
な
た
を
帰
す

手
書
きPOP

の
技
と
コ
ツ

巳
を
描
く

草
間
彌
生
全
版
画

お
り
が
み
童
話

村
松

 

茂

三
浦 

し
を
ん

日
野
原 

重
明

千
葉 

惣
次

中
村

 

士

姜

 

昌
勲

柳
原 

三
佳

彩

工

房

金

 

斗
鉉

草
間 

彌
生

朝
日

 

勇

生
活
・
社
会
・
趣
味

新 着 図 書 案 内
バ
ー
ニ
ン
グ
・
ワ
イ
ヤ
ー

北
斗

汚
れ
ち
ま
っ
た
道

獣
眼

空
の
拳

ス
リ
ジ
エ
セ
ン
タ
ー1991

無
花
果
と
ム
ー
ン

リ
ラ
イ
ブ

満
月
ケ
チ
ャ
ッ
プ
ラ
イ
ス

大
空
の
ド
ロ
テ

夜
蜘
蛛

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 24 年 12 月～ 1 月）

１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日
北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田出張所前

9：50～ 10：10 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20 10：00～ 10：20

柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂
10：15～ 10：35 10：25～ 10：50 10：30～ 10：50 10：25～ 10：45

戸隠公民館 旧戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター
10：45～ 11：05 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15 10：55～ 11：15

下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様活性化センター
11：10～ 11：30 11：20～ 11：40 11：25～ 11：45 11：25～ 11：45

小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 坂井多目的集会所 旧ＪＡ富倉支所付近
11：35～ 11：55 2：20～ 2：40 1：50～ 2：10 2：00～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 ふっくら工房ふるさと前 市ノ口公会堂付近
2：25～ 2：45 2：45～ 3：05 2：15～ 2：35 2：40～ 3：00

神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂
2：55～ 3：15 3：10～ 3：30 2：50～ 3：10 3：05～ 3：25

福島公民館 和水多目的センター 深沢公会堂 山口公会堂
3：20～ 3：40 3：35～ 3：55 3：20～ 3：35 3：30～ 3：50

戸那子構造改善センター 岡山活性化センター 茂右エ門新田区民センター 笹川公民館
3：50～ 4：10 4：00～ 4：20 3：40～ 3：55 3：55～ 4：15

常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20～ 4：40 4：05～ 4：25 4：20～ 4：40

中町神社道路付近
4：30～ 4：50

12 月 5・19 日 12 月 14・28 日 12 月 12・26 日 12 月 7・21 日
1 月 9・23 日 1 月 18 日 1 月 16・30 日 1 月 11・25 日

      　
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
時
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

            　
　
　
　

  

巡
回
日

白
い
鬼

失
踪
 

ウ
イ
ン
ク
で
乾
杯

ジ
ェ
フ
リ
ー　

　

デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

石
田 

衣
良

内
田 

康
夫

大
沢 

在
昌

角
田 

光
代

海
堂

 

尊

桜
庭 

一
樹

小
路 

幸
也

朱
川 

湊
人

瀬
名 

秀
明

田
中 

慎
弥

池
波 

正
太
郎

西
村 

京
太
郎

東
野 

圭
吾

大
活
字

飯
山
子
ど
も
と
本
を
よ
む
会
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

　

飯
山
子
ど
も
と
本
を
よ
む
会

（
代
表
宮
﨑
真
粧
美
氏
）
が
優
良

読
書
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、
社
団
法

人
読
書
推
進
運
動
協
議
会
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

多
年
に
わ
た
り
読
書
会
を
作

り
育
て
、
読
書
運
動
の
推
進
に
尽

力
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、
そ

の
功
績
を
称
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。


